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日本肝臓病患者団体協議会

１９７１年 中島弘道医師らにより全国組織
「肝炎の会」 設立

・日本肝臓学会、厚生省へ要望書
提出

・会報紙「肝炎の友」創刊

１９７５年 中島弘道医師逝去

１９９１年 2団体の合併により「日本肝臓病患
者団

体協議会」(日肝協） 誕生
２４都道府県、４９患者会が加

盟

現在、全国に28団体、会員2,500名



第29回肝炎対策推進協議会 R4年3/18 資料2「肝炎対策の国及び自治体の取り組み状況」より



1人で全ての役割を担うのではなく、様々な
領域のコーディネーターがそれぞれの強み
を活かして 患者をみんなでサポートし、肝
炎医療が適切に促進される様に調整（コー
ディネート）する

患者会(患者）も肝炎コーディネーターとなり、

「患者の強み」を活かして患者をサポートする
ことが求められている



「患者の強み」とは何か

1 患者同士で治療経験や偏見、差別などの思
いを共有できる

2 肝炎患者の経験や思いを医療従事者や一般
に伝えられる
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全国の肝炎医療コーディネーター養成研修会

■患者の参画状況

コーディネーターとして養成 26 (23)

研修会の講師 6 (14) （都道府県数、令和2年度 （令和元年度））

患者を肝炎医療コーディネーターに

できれば患者を養成研修会の講師に

患者の経験や思いは当事者だからこそ発信できる


